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第6回 喜多方市社会福祉大会

9：30～ 式典
・社会福祉功労者表彰
ボランテ ア活動の作文発表

喜多方市総合福祉センター
多目的ホール

「耳順」（じじゅん）

・ボランティア活動の作文発表
11：00～ 記念講演

と　き と　こ　ろ

記 念 講 演
げん ゆ う   そ うそ きゅう

玄侑 宗久氏
講師プロフィール
芥川賞作家／福聚寺第35世住職
全国絶賛ロードショー中
　映画「アブラクサスの祭」原作者

平成23年2月28日月

講演内容
　孔子は、60歳を「耳順」と称しました。〈どんな話
を聞いても耳にすんなり入り、特別腹も立たない〉
という境地です。しかしこれはじつに難しいことで
あり、年をとるほどに気むずかしくなったり頑固に
なったりする人も多いものです。
　耳順とは、どのようにして習得できるのでしょう
か。「いろは歌」を参考にしながらお話を頂きます。

社会福祉大会はどなたでも参加できますので、お誘い合わせ
の上ご来場下さい。
主　催　喜多方市・喜多方市社会福祉協議会
問合せ 喜多方市社会福祉協議会（喜多方市総合福祉センター内）

☎0241-23－3231

演題

講師
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平成22年度 
赤い羽根共同募金 歳末たすけあい募金

結果報告

赤い羽根共同募金結果報告歳末たすけあい募金寄託状況
単位：円

○
戸
別
募
金
（
行
政
区
）

実 施 地 区 行政区数 実　績　額
喜 多 方 地 区 121 2,575,446 
熱塩加納地区 31 448,000 
塩 川 地 区 67 2,267,000 
山 都 地 区 35 624,600 
高 郷 地 区 20 310,000 
合　計 274 6,225,046 

○
個
人
大
口
・
事
業
所
募
金

実 施 地 区 件数 実　績　額
喜 多 方 地 区 629 1,719,200 
熱塩加納地区 15 52,000 
塩 川 地 区 13 79,000 
山 都 地 区 60 171,000 
合　計 717 2,021,200 

○
職
域
募
金

官公庁・事業所等職域 協力職域数 実　績　額
喜 多 方 地 区 3 202,133 
熱塩加納地区 3 34,351 
塩 川 地 区 2 53,660 
山 都 地 区 11 71,135 
高 郷 地 区 2 14,088 
合　計 21 375,367 

○
学
校
募
金

小学校・中学校・高校等 協力校数 実　績　額
喜 多 方 地 区 14 111,953 
熱塩加納地区 2 17,094 
山 都 地 区 3 27,725 
高 郷 地 区 1 16,537 
合　計 20 173,309 

○
街
頭
募
金

実 施 地 区 実施箇所数 実　績　額
喜 多 方 地 区 4 89,782 
合　計 4 89,782 

○
募
金
箱
・
そ
の
他

実 施 地 区 箱設置数・その他 実　績　額
喜 多 方 地 区 100 109,638 
熱塩加納地区 3 5,129 
塩 川 地 区 5 3,250 
山 都 地 区 4 6,851 
高 郷 地 区 3 2,118 
合　計 115 126,986 

総　　合　　計 9,011,690 

単位：円
区 分 地区名 内　　　訳　 金 額

地区別内訳

喜多方地区 行政区121地区・法人6件・
個人6件・職域3件 2,194,705 

熱塩加納地区 行政区31地区・その他1件 494,500 

塩 川 地 区 行政区67地区・法人63件・
個人19件・職域2件・その他 1,367,492 

山 都 地 区 行政区35地区・その他 685,510 

高 郷 地 区 行政区20地区・法人5件・職
域2件・その他 357,629 

総 合 計 5,099,836

お寄せいただいた学校募金
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このようなことで、お困りになっていませんか？
喜多方市社会福祉協議会では、日常的なくらしのあんしんをサポートいたします。

詳しくは、喜多方市社会福祉協議会へご相談下さい。
住所：喜多方市字上江3646番地1
電話：0241－23－3231

  利用対象者　　　　　　　　　　
認知症、知的・精神障がい者などの判断能力が十分でない方が対象となります。
※認知症の診断の有無、障がい者手帳の有無は問いません。

  主なサービス内容
福祉サービスの利用援助…福祉サービスを利用するための必要な手続きに関すること
日常的金銭管理サービス…銀行に行き、日常生活に必要なお金の出し入れに関すること
書類等の預かりサービス…年金証書や通帳、印鑑など大切な書類のお預かりに関すること

  利用料　　　　　　　　　
相談から契約までは無料です。契約後は、１回１時間あたり 1,000 円の利用料がかかります。
※この他、生活支援員の交通費がかかります。

　あんしんサポートは社会福祉協議会が実施して
いる事業です。社会福祉協議会で働く「専門員」、
そして、地域の支援者として選任されている「生
活支援員」がみなさまのところにお伺いします。

「専門員」の役割
悩み事の相談を受け、
適切な支援計画を作成
し、サービス提供まで
のお手伝いをします。

生活支援員の役割
契約の内容に沿って訪
問します。福祉サービ
スの利用手続き、預貯
金の出し入れのお手伝
いをします。

相談の受付
社会福祉協議会へ
ご相談下さい。

サービスの流れ
支援計画の作成
ご本人と相談して
具体的なサービス
の計画を作ります。

契　約
支援計画にもとづ
き、利用契約を結
びます。

サービス開始
生活支援員が支援
計画に沿ってサー
ビスを行います。

訪問関係者との調整
専門員が訪問し、
お困りごとなどを
伺います。

あんしんサポート
（日常生活自立支援事業）
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AED講習会

喜多方地区老人クラブ卓球クラブは、会員相互の融和と健康増進を
モットーとして、毎週月曜日に総合福祉センターで活動しています。昨年
の12月には、喜多方卓球ランド代表の五十嵐修二さんと、中国人専属指
導員　張 暁凌（ざん しゃおりん）さんがボランティアで指導に来て下さ
り、レベルの高い指導に会員さんたちはとても喜んでおられました。これ
からもお二人はボランティアで指導に来て下さるとのことです。

11月22日、職員を対象にAED講習会を実施しました。進め方は、小グ
ループに分かれて一コマずつに区切り、ダミー人形に多く触れるよう
に工夫して行い、AED使用上の留意点を再確認しました。
特に、熱塩加納支所は温泉入浴施設を併設しており、年間を通じて多
くの方々が利用することから、万一に備え職員は気を引き締めて受講
しました。

　12月20日から24日の期間、塩川デイサービスセンターでク
リスマス会が開催され、連日楽しい余興がルーム内を包み笑顔
が絶えない１日となりました。
　訪問いただいた皆様、本当にありがとうございました。
20日㈪ マジック愛好会による驚きのマジック
21日㈫ 堂島むつみ学級による多彩な歌と踊り  
22日㈬ 塩川すこやか育児園の子ども達による可愛い歌にダンス
23日㈭ 塩川民話の会による昔話語りとダンス   
24日㈮ はとぽっぽによる楽しい歌やマジック

　10月2日、ふれあいランド高郷さんの協力を得て、高郷では初の
試みとなる街頭募金を実施しました。これは、児童ボランティア育
成の一環として実施し、高郷小学校児童4名が参加してくれました。
初めは緊張した様子でしたが、パークゴルフに訪れていた多くのプ
レーヤーから募金や励ましの言葉をいただくと、だんだん声も大き
くなり元気よく募金を呼びかけることができました。またこの日
は、高郷町赤十字奉仕団の皆さんに炊き込みご飯と豚汁を作ってい
ただき、終了後は一緒にお昼ご飯を食べました。
　すばらしい秋晴れのもと、たくさんの人と心を通わせ、4名の胸の
赤い羽根はひときわ輝いていました。

支援ハウス忘年会
12月16日、しゃくなげホーム支援ハウスでは、ボランティア活動を
している「さくらグループ」の協力で忘年会を開催しました。会員の皆
さんのご厚意から、持ち寄りで用意したお食事をいただきながら、昔の
生活や思い出話に花を咲かせ交流を深めました。入居されている皆さ
んには思いがけない年の瀬の贈り物となりました。

街頭募金と世代間交流

塩川デイサービスセンターに
ボランティアが続々

喜多方卓球ランドの
スタッフが指導
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■募集期間 平成 23年 3月 1日～ 3月 31日
■会員資格 市内在住でおおむね60歳以上の方
■募集グループ及び活動内容
☆陶芸グループ
（週2回～1班は火・木曜日、2班は水･金曜日）
地元「宮津の粘土」や流紋、笠間、志野粘土などを使っ
て花器や茶碗、皿などを作陶し、販売も行ないます。

☆手芸グループ　（毎週火曜日）
籐・編み物・バッグ・パッチワーク・起き上がり小
法師などを製作販売しています。

☆押し花絵グループ　（月 2回程　金曜日）
乾燥花の押し花で、栞や額絵、ブローチな
どを製作販売しています。

☆織物グループ　（毎週木曜日）
卓上織り機を使ってマフラー・コースター・テーブル
センター・バックなどを製作販売しています。

☆園芸グループ　（毎週火・木曜日）
圃場や温室を使って花木を栽培し、販売も
行ないます。
☆菌茸グループ　（春から秋の 40日程度）
椎茸を栽培し、原木の菌打ち作業や生椎茸・乾燥ス
ライス加工などをして販売しています。
☆わら工芸グループ
（10月から12月を中心とした50日程度）
わらや菅を使って、注連縄や玄関飾りを
製作販売しています。
グループ活動には、生産活動センターまつり、地域の各種
イベントへの出展や販売活動・体験教室などもあります。
■募集人員及び会費
各グループにより異なりますので、問い合わせ下さい。 
●問い合わせ、申し込み先
喜多方市岩月町宮津字火付沢 3567－1
喜多方市高齢者生産活動センター 電話 0241-24-2297

　12月15日、喜多方市内及び西会津町の介護支援専門員45名の
参加のもと、介護支援専門員研修会を総合福祉センターにおいて開
催しました。
　研修会は「支援される側と支援する側の心理背景と心理術を学
ぶ」をテーマに、福島県介護支援専門員協会長の千葉喜弘氏を講
師としてお迎えし、対人援助における福祉心理の重要性について
研修しました。

喜多方市高齢者生産活動センター 平成23年度 新会員募集!

地域包括支援センターです！
「介護支援専門員研修会」

　成年後見制度とは、精神上の障害（認知症、知的・精神障害等）により判断能力が不十分な方に変わり財
産管理（不動産や預貯金など）や、介護サービスや施設入所に関する契約を本人に代わって法的に権限を与
えられた代理人が行います。本人が安心して生活できるよう本人の権利を守り、保護・支援する制度です。

知って安心「成年後見制度」

自分ひとりで判断することが難しい方につ
いて、家庭裁判所によって選ばれた成年後
見人等が、本人の意思を尊重し、心身の状
態や生活の状況に配慮しながら、財産や権
利・生活の安全を守る制度です。成年後見
制度には、「法定後見制度」と「任意後見制
度」の2つの制度があります。

「成年後見制度」の質問・相談窓口
喜多方市地域包括支援センター 0241-21-8856
喜多方市役所高齢福祉課 0241-24-5230

知的障害を持つわが子が、親が死んだ後も
安心して生活できるようにしておきたい。

認知症の母の年金を、
別の家族が勝手に
使っているらしい・・・。

たとえば、このようなことで
お困りではないですか？
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「集めて　車いすに！」

スチール缶のプルタブは

取り外してください。

アルミ缶は中を水洗いし

プルタブを切り離さずそ

のままつぶして下さい。

貴重な金属に新たなひかりを

ペットボトルのキャップ
を回収して、発展途上国の
子どもたちのワクチン購入
費用を支援するとともに、
ＣＯ2（二酸化炭素）を削減す
る活動が実施されています。
　社会福祉協議会では、こ
の活動に賛同しペットボト
ルのキャップを回収してい
ます。皆さんのご協力をお
願いします。

アルミ缶やプルタブを集めたけれどど
こに届ければいいのか分からない方や、
これから取り組もうとされている方は、これから取り組もうとされて る方は
集めたら社会福祉協議会にご持参下さい。
集まった資源は回収業者に買い取って

もらい、車いす購入費用に使用します。

　不要となった部分入れ歯が
ご家庭で眠っていませんか？
貴重な金属をリサイクルして
新しい活躍の場を与えましょ
う。金属の販売収益金はユニ
セフを通じて恵まれない子ど
もたちの支援事業に活用され
ます。社会福祉協議会では、
入れ歯の回収をしています。
　皆さんのご協力をお願いし
ます。

□募集期間

平成23年2月1日～3月31日
□開催期間

平成23年4月下旬～11月中旬
□会員資格

喜多方市内在住で
おおむね55歳以上の方

□問い合わせ・申し込み先

社会福祉協議会 塩川支所 電話0241－27－3948
社会福祉協議会 山都支所 電話0241－38－3100

陶芸教室開講のご案内
< 世界で一つだけの作品を作ってみませんか >

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
に

ワ
ク
チ
ン
を
、

そ
し
て
地
球
に
優
し
く

社会福祉協議会塩川支所・山都支所では、
平成23年度陶芸教室受講生を募集中です。

「

「不要となった入れ歯」の
リサイクル！！

“つくる楽しさ”
“ながめる感動”
“つかう喜び”
を体験しませんか？

アルミミ缶缶缶・ププププルルルタタタブブブブははは
大事な資源ですすす

集め方

ペットボトルキャップでペ
　　　ワクチン購入の　　

お手伝い！

●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩熱塩塩熱塩塩熱塩塩塩塩塩塩熱塩塩塩塩熱 加納加納加納加納加納加納加納加納加納加納加納加納加納納納支支支支支支支支支支支支支支支所所所所所所所所所所所所所所所所所
●●●●●●●●●●●●塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川塩 川川川塩 川塩塩塩塩 川川川川川川川塩 支支支支支支支支支支支支支支 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
●●●●●●●●●●●●山 都山 都山 都山 都山 都山 都山 都山山 都山 都山 都山 都山山 都山 都都山山 都都 支支支支支支支支支支支支支支支支支支 所所所所所所所所所所所
●●●●●●●●●●●●●●●●●●高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷高 郷郷高 郷高 郷高 郷高高 郷高高 郷 支支支支支支支支支支支支支支支支支 所所所所所所所所所所所所所所所所

社
会
福
祉

協
議
会
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山
々
は
き
れ
い
に
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き
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を
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見
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よ
う
で
す
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今
年
も
人
間
界
・
自
然
界
も
苦
に
満
ち
た
大
変

な
時
代
で
す
。

今
ま
で
日
本
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の

方
々
に
と
っ
て
は
、
こ
ん
な
住
み
に
く
い
社
会

に
な
ろ
う
と
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

職
員
の
方
々
、
ど
う
か
高
齢
者
の
た
め
に
、
暖

か
く
は
げ
ま
し
、
面
倒
を
み
て
い
っ
て
下
さ
い
。

今
年
も
年
金
か
ら
一
部
些
少
で
す
が
、
送
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

元
気
で
あ
る
限
り
、続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
市
民
よ
り

関
柴
町
西
中
明 

渡
部
　
孝
雄

関
柴
町
関
柴 

伊
藤
幸
太
郎

埼
玉
県
川
口
市 

小
檜
山
　
浩

岩
月
町
稲
田 

坂
内
　
克
裕

新
町 

星
　
　
陽
子

松
山
町
大
荒
井
第
二
区 

金
田
　
　
清

関
柴
町
京
出 

坂
内
善
之
助

菅
原
町 

高
橋
　
修
哉

郡
山
市 

杉
原
　
　
広

東
四
ツ
谷 

神
田
　
幸
正

寺
町
二
区 

樋
口
　
　
豊

関
柴
町
平
林 

佐
藤
　
正
芳

関
柴
町
小
松 

佐
藤
　
宏
一

菅
原
町 

北
見
　
　
寛

熊
倉
町
道
地 

小
池
　
義
昭

上
三
宮
町
見
頃 

佐
瀬
　
佐
俊

会
津
若
松
市 

坂
本
　
喜
孝

松
山
町
飯
田 

加
藤
　
宗
一

関
柴
町
上
高
額 

秋
山
　
洋
次

豊
川
町
太
郎
丸 

長
澤
理
起
男

会
津
若
松
市 

鈴
木
　
規
正

福
島
市 

遠
藤
　
榮
喜

岩
月
町
平
沢 

若
菜
　
康
信

寺
町
一
区 

伊
藤
金
之
亮

西
四
ツ
谷 

高
橋
　
良
子

根
岸 

遠
藤
　
勝
幸

根
岸 

山
口
百
合
子

田
中 

若
菜
　
智
和

針
生 

渡
部

　
孝
次

日
中 

遠
藤

　
秀
明

栗
生
沢 

小
林

　
俊
一

野
辺
沢 
佐
藤

　
勝
康

上
野 
三
浦

　
直
弘

黒
川 
遠
藤

　
龍
一

大
里 
岩
橋

　
哲
也

針
生 

庄
司

　
昭
男

赤
崎 

高
澤

　
虎
信

上
野 

大
竹

　
和
志

金
屋 

福
王
寺
正
一

神
奈
川
県
川
崎
市 

峯
岸

　
純
一

大
里 

内
海

　
正
一

10
区 

髙
橋

　
　
清

2
区 

故 

木
村

　
信
三

大
沢 

鈴
木
ト
ミ
子

台 

伊
藤

　
　
等

東
常
世 

上
野
勇
一
郎

3
区 

佐
藤

　
友
保

中
道
地 

大
竹
　
浩
次

西
鎧
召 

前
田
　
恒
雄

撫
木 

高
橋
庄
五
郎

一
ノ
木 

田
中
　
英
雄

小
布
瀬
原 

正
木
　
達
也

舟
岡 

齋
藤
　
裕
一

上
林 

佐
藤
　
拓
也

宮
古 

関
口
　
正
昭

舘
原 

吉
澤
　
敏
貴

千
咲
原 

齋
藤
　
　
豊

木
曽 

福
地
す
み
い

木
曽 

伊
藤
　
孝
一

広
野 

小
澤
　
和
也

利
田 

栗
田
　
則
夫

西
羽
賀 

二
瓶
　
豊
久

大
谷 

物
江
　
義
広

三
方 

上
指
　
保
夫

三
方 

中
島
　
　
満

田
中 

和
田
　
利
幸

田
中 

物
江
　
　
忠

小
出 

栗
田
　
豊
己

12
区 

小
林
　
幸
助

中
ノ
目 

東
條
　
芳
幸

中
ノ
目 

渡
部
　
兵
志

田
原 

湯
浅
　
修
一

小
出 

栗
田
　
幸
枝

上
窪 

栗
村
　
静
穂

大
木 

藤
田
　
一
郎

宮
ノ
目 

中
山
　
隆
一

大
木 

関
本
　
隆
一

東
常
世 

大
西
　
尚
和

12
区 

塚
原
　
和
彦

5
区 

佐
藤
　
藤
雄

金
森 

二
瓶
　
和
美

一
ノ
木 

高
橋
　
　
等

木
曽 

井
上
　
雄
介

中
反 

宮
城
　
　
猛

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
22
年
9
月
１
日
〜
12
月
31
日
受
付
分
）

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

喜
多
方
地
区

熱
塩
加
納
地
区

塩
川
地
区

高
郷
地
区

桐桜高校のみなさん辺見奈月さん・泰士くん

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

『
一
市
民
』さ
ん
、あ
り
が
と
う
！

　
今
、
日
本
の
各
地
で
は<

伊
達
直

人>

等
、
か
つ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
名

前
で
ラ
ン
ド
セ
ル
や
そ
の
他
善
意
の

金
品
が
福
祉
施
設
等
に
届
け
ら
れ
、

一
大
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
は
以
前
よ
り
『
一
市
民
』
さ
ん

か
ら
毎
年
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
も
10
月
27
日
、「
年
金
の
一

部
」
が
手
紙
（
下
部
掲
載
）
と
と
も

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
方
と
と
も
に
喜
多
方
市

で
暮
ら
せ
る
こ
と
を
私
達
は
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　『
一
市
民
』
さ
ん
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も

健
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

〈
喜
多
方
地
区
〉

井
上
一
雄
・
小
野
仁
武
・
匿
名
者
・

山
本
　
豪
・
匿
名
者
・
唐
橋
秀
子
・

仲
川
喜
代
美
・
あ
や
め
舞
踏
会
・
耶

麻
喜
多
方
地
区
連
合
会 

喜
多
方
桐
桜
高
校
桐
桜
祭
実
行
委
員
会

堺
　
百
人
　（
車
椅
子
） 

喜
多
方
桐
桜
高
校
　（
車
椅
子
）

〈
熱
塩
加
納
地
区
〉

大
房
惣
一
（
電
動
ベ
ッ
ト
）

原
　
重
助
（
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
）

須
藤
文
男
（
竹
細
工
）

〈
山
都
地
区
〉

辺
見
菜
月
・
泰
士
　（
プ
ル
タ
ブ
）

山
都
小
学
校
（
車
椅
子
）

〈
高
郷
地
区
〉

小
林
喜
代
春

高
郷
小
学
校

　
　（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
）

佐
藤
　
誠
（
掃
除
機
）

関
柴
町
下
柴 

渡
部
　
詠
子

慶
徳
町
豊
岡 

鈴
木
　
末
吉

松
山
町
吉
志
田 

京
野
　
　
清

岩
月
町
上
田 

佐
藤
　
　
仁

東
四
ツ
谷 

手
代
木
巧
成

松
山
町
南
桜
ガ
丘 

岡
江
　
政
博

慶
徳
町
豊
岡 

真
部
　
靖
夫

熊
倉
町
高
柳 

小
野
部
　
敏

上
町
西 

兼
子
　
修
一

熊
倉
町
本
林 

森
田
　
証
作

桜
町 

五
十
嵐
　
浩

岩
月
町
上
田 
矢
原
　
　
努

関
柴
町
上
勝 
菊
地
　
義
村

豊
川
町
渋
井 
東
條
　
昭
司

会
津
若
松
市 

小
椋
　
章
一

慶
徳
町
豊
岡 

長
谷
川
一
郎

熊
倉
町
舘 

佐
藤
　
秀
一

松
山
町
北
桜
ガ
丘 

佐
藤
　
貴
史

上
三
宮
町
上
三
宮
一
区 

高
橋
　
忠
一

寺
町
二
区 

遠
藤
　
敏
彦

上
三
宮
町
見
頃 

渡
部
　
喜
好

新
仲
町 

金
田

　
史
彦

豊
川
町
高
吉
一
区 

佐
藤

　
政
喜

塗
物
町 

瀬
野

　
啓
幸

上
三
宮
町
譲
屋 

花
積

　
芳
喜

慶
徳
町
新
町 

菊
地

　
明
美

慶
徳
町
新
宮 

大
竹

　
正
彦

下
町
南
部 

齋
藤

　
文
泰

上
町
西 

磯
部

　
一
夫

松
山
町
百
目
二
貫
分 

大
房

　
信
也

慶
徳
町
松
野 

山
口

　
　
勇

上
三
宮
町
見
頃 

上
野

　
市
郎

東
四
ツ
谷 

大
川
原

　
廣

岩
月
町
上
田 

東
條
喜
市
郎

会
津
若
松
市 

高
杉

　
　
勝

松
山
町
吉
志
田 

庄
司

　
俊
衛

豊
川
町
高
吉
二
区 

風
間

　
一
夫

松
山
町
百
目
二
貫
分 

岩
本

　
智
也

下
町
北
部 

山
寺

　
文
昭

関
柴
町
上
高
額 

五
十
嵐
正
一

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区 

安
部

　
俊
雄

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区 

江
川

　
和
男

慶
徳
町
豊
岡 

和
田
　
長
一

桜
町 

佐
藤
　
孝
二

山
都
地
区

東
常
世 

木
村
　
ま
り

大
沢 

外
島
　
忠
雄

西
鎧
召 

佐
藤
　
和
喜

6
区 

五
十
嵐
博
子

金
川 

生
亀
　
源
次

下
窪 

髙
松
　
宏
雄

上
遠
田 

渡
邊
　
嘉
弘

大
木 

慶
徳
　
義
隆

田
中 

古
山
　
俊
夫

大
沢 

江
花
　
政
澄

12
区 

髙
木
　
一
男

反
田 

中
川
　
文
政

反
田 

中
川
　
　
武

貝
沼 

三
橋
　
初
美

藤
の
木 

渡
部
　
　
憲

高
木 

井
上
は
る
み

谷
地 

加
藤
　
郁
夫

14
区 

太
田
　
英
生

下
遠
田 

森
山
　
　
茂

大
木 

邊
見
　
秀
和
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ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

kitakata-shakyo.or.jp
ホ
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塩
加
納
支
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いきいきサロン

▲配備されて
いるAED

施設名 高齢者福祉センター
（喜多方市総合福祉センター内）

温泉保養施設「夢の森」
（熱塩加納保健福祉センター内）

「いきいきセンター」
（塩川保健福祉センター内）

料金
入浴料200円

※75歳以上の方、小学生以下、障害
　者手帳をお持ちの方は無料です。

入館料　大人300円　小人200円
入館料400円（17時以降は300円）
※70歳以上の方、小学生以下、障害者手  
帳をお持ちの方は上記料金の半額です。

開館時間 9：00～16：30
※入浴時間は10：00～16：00です。

9：00～21：00
※最終入館時間は20：30です。

9：00～21：00
※最終入館時間は20：30です。

休館日 毎週土曜日・12/29～1/3 毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

毎週月曜日
（月曜日が祝日の場合はその翌日）

12/29～1/3

住所 喜多方市字上江3646番地1 喜多方市熱塩加納町米岡字下平
乙609番地 喜多方市塩川町字身神300番地1

電話番号 0241-23-0345 0241-36-3112 0241-28-1254

万
一
に
備
え
て

▲ 救急救命講習
を受講した職
員がいる証

82011年2月1日号　きたかた社協だより

※社協だよりの作成経費の一部として共同募金配分金及び会員会費を使用させていただいております。

上窪地区（塩川）
ふれあいいきいきサロン

シリーズ NO.4

　開設して早いもので 4年目を迎え、現在では
毎月楽しい集まりの場となっております。 8月
には福祉活動の一環として町内にあります『NPO
法人ひなたぼっこ』へ「青い山脈」の歌や即興
の「東京だよおっかさん」などの踊りを披露し、
会員皆で作った雑巾をお渡ししてきました。

　いまだ手探りの活動ではありますが、得意な
もの、趣味としているものを皆さんそれぞれが
お持ちですので、製作活動の講師をお願いし写
真のような作品づくりなども行っております。

▼

▼共同製作の貼り絵

和紙で作ったかぶと▲

入浴施設のご利用について
1日ゆったりくつろいでいただけますのでぜひお越し下さい！

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
施
設
利
用
者
の

万
一
の
事
故
等
に
備
え
、
職
員
が
安
全
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
配

備
さ
れ
て
い
る
施
設
で
は
講
習
会
を
受
講
し
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
機
能
や
操
作
方
法
等
の
知
識
を
習

得
し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
救
命
講
習
会
で
は
、

身
体
の
仕
組
み
や
救
急
時
の
対
処
法
な
ど
に

つ
い
て
幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
普
段
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

先
日
、
一
般
利
用
者
の
急
変
時
に
、
応
急
措

置
を
適
切
に
施
す
こ
と
が
で
き
一
命
を
取
り

留
め
た
こ
と
に
対
し
、
喜
多
方
地
方
広
域
消

防
本
部
か
ら
救
急
活
動
功
労
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
施
設
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

利用者のみなさんへ




